

































安政 5 年（1858）の 5 年間の食記事の分析調査を












Analysis investigation concerning food article
“Michi Jyo diary”（the third report）
依　田　萬　代，根　津　美智子，樋　口　千　鶴





最も多く，次いで嘉永 7 年876（20%），安政 2 年
869（20%），嘉永 6 年867（20%），安政 5 年732（17%）
の順であった。前報と今回を比べると穀類が21%
から23%，豆類は 4 % から 6 % と増加し，逆に砂
糖及び甘味類は 5 % から 3 %，菓子類は23% から
20%，し好飲料類では18％から12% と減少した。






































年号 嘉永 6 年（1853） 嘉永 7 年（1854） 安政 2 年（1855） 安政 3 年（1856） 安政 5 年（1858）
食品群 生鮮食品 加工食品 生鮮食品 加工食品 生鮮食品 加工食品 生鮮食品 加工食品 生鮮食品 加工食品
穀類 32 139 49 147 24 146 50 170 61 149
芋及び澱粉類 20 12 24 18 20 23 15 32 12 15
砂糖及び甘味類 0 27 0 22 0 33 0 28 0 20
菓子類 0 181 0 167 0 188 0 171 0 142
油脂類 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5
種実類 11 10 13 10 4 12 3 14 2 9
豆類 6 24 2 47 20 38 16 58 14 35
獣鳥肉類 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0
魚介類 24 40 28 31 15 49 6 44 16 22
卵類 15 2 2 0 10 3 5 12 2 1
乳類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
野菜類 61 44 63 64 26 82 36 108 52 45
果実類 43 6 33 4 38 4 44 2 17 6
きのこ類 1 0 7 9 5 2 3 16 2 0
藻類 0 18 0 18 0 9 0 14 1 7
し好飲料類 0 141 0 111 0 95 0 93 0 94
調味料・香辛料類 0 8 0 3 0 20 0 17 0 3
塩 0 2 0 2 0 2 0 2 0 0
小計 213 654 222 654 162 707 178 771 179 553































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生　鮮　品（89）  加工食品（139） 調理食品（47）
むき身（14） 御出生魚（1） かつお節（52） むしかれい（1） ＊むき身（3） ＊貝の柱（1）
鰡（9） サンマ（1） 鰑（10） 鰡ひらき（1） 煮魚（3） 焼小鮎（1）
鰔（かれい）（6） 鯛（1） はんぺん（10） 糟づけ鯖（1） うなぎ蒲焼（3） むき身よごしお（1）
さしみ（5） 鱒（1） ひもの（8） 黒半ぺん（1） ＊切り身（2） 鰺塩焼き（1）
魚鰻（4） かいす魚（1） めざし（5） 大鯖ひもの（1） 角魚饅（2） 鰻蒲焼（1）
烏賊（3） 生がき（1） 鯵ひもの（4） 大乾魚（1） 煮かれい（2） 鰻鱧串（1）
鯵（3） しらす（1） 干魚（4） つけ揚げ（1） ごまめ（2） あじ煮つけ（1）
鮭（2） 蜊（1） 鯖ひもの（4） 鯖生り（1） つミ入（2） 章魚煮附（1）
ほうぼう（2） 蛤（1） つみ入れ（4） 鱒干物（1） むき身辛子和え（1） 田作り（1）
まぐろ（2） 細魚（1） 塩鯖（3） 刻するめ（1） ＊鯣（1） 鰹片身漬け（1）
鯖（2） いなだ（1） 畳鰯（2） 薄塩さより（1） 鰡煮つけ（1） 煮肴：ぼら（1）
きす（2） 蜆（1） 賢魚甫（2） はりめざし（1） 鯛煮（1） 平：はんぺん（1）
メジナ鰹（2） ひしこ（1） 塩かつお（2） むき身煎（1） 焼さより（1） ひらめ煮（1）
鰤（2） ひめだか（1） 蒲鉾（2） 鰹魚節（1） ＊あいこ（1） 焼き物：ぼらひらき（1）
さより（2） なまこ（1） かずのこ（2） 一しほ鰡（1） 魚饅三葉（1） 海老煮つけ（1）
魚（2） 石がれい（1） 生りぶし（2） 鰯ひもの ( 1 ) 海老煮つけ（1） 生ぶし煮つけ（1）
長介鯨（1） さるぼう（1） めざし鰯（2） もろ鰺ひもの（1） 皿：かき（1） 煮いさき（1）






























































































連語彙の加工品16（ 8 ％），柿，柑橘類の 3 種類
に限られていた。 前報の出現率 4 % に比べ今回



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

































































































































































































































食事形態　 嘉永 6 年 嘉永 7 年 安政 2 年 安政 3 年 安政 5 年 合計
夕食 29 34 36 36 52 187
昼食 45 55 57 70 107 334
朝食 38 41 39 65 33 216
一汁三菜など 27 22 23 28 54 154
平 6 5 5 15 11 42
節 9 11 3 2 17 42
吸物 6 7 3 　 11 27
弁当 22 29 23 40 62 176
猪口 2 3 4 13 8 30
鉢物 1 　 　 　 1
膾 1 1 1 5 1 9
硯蓋 　 　 1 　 　 1
本膳 1 　 　 1 1 3
てんぷら 　 1 　 2 　 3
香の物 9 7 6 14 11 47
煮もの・煮しめ・煮染め 18 22 29 17 25 111












載が示された。むしつ講ともいい， 2 月 8 日を事
始め，12月 8 日を事納めとしている。 2 月を事始









































5  ）嘉永 7 年以降に赤蛙，大蛙，せせりなどの獣
鳥肉類がみられた。赤蛙は薬用に食されていた
ようである。
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の食記事に関する分析調査（第 1 報）：山梨学院短
期大学紀要第33巻ｐ23～35（2013）
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